
育英事業の充実を図るため、募金（寄附）をお願いしております。
寄附金は、全て公益目的事業である漁船海難遺児等に対する修学助成事業に使用させていただきます。
ご寄附には２種類の仕方がございます。

「水色の羽根募金」その都度、寄附をする。（このしおりに付いている振込用紙をお使いください）
「励ましおじさん・おばさん」あらかじめ金額・期間などを設定し、定期的に支援する。（資料請求は下記まで）

漁船海難遺児育英会に対するご寄附は税制優遇措置の対象となっております。
所得税、法人税、相続税、一部の自治体の住民税において、それぞれに定められている条件を満たすことで、優遇措置を
受けられます。

　　　　　　　公益財団法人 漁船海難遺児育英会
後援：水産庁／漁船海難遺児を励ます全国協議会

資料の請求・お問合わせ

公益財団法人 漁船海難遺児育英会
〒 101-0047  東京都千代田区内神田 1-2-1 ダコタハウス５F
TEL : 03（3518）6121 / FAX : 03（3518）6122
E-mail : mizuiro.ikuei@eos.ocn.ne.jp  
URL : http://www.jf-net.ne.jp/ikueikai
または、JF 漁連・漁協まで

募金（寄附）のお願い

税法上の優遇措置が受けられます

育英会のしおり



漁業の歴史は古く、その歴史の裏には数々の海難の悲劇があります。
　そして現在も不幸にして海難や海中転落等、自然や労働災害による死亡・行方不明という犠牲者があとを断っておりま
せん。一家の大黒柱を亡くし、遺された家族もまた犠牲者であり、その悲しみとくらしの苦労がおおいかぶさっております。
遺された子ども達が、将来社会に役立つ人材に成長してくることを願い、育英事業を通して励ます目的をもって設立され
たのが「公益財団法人 漁船海難遺児育英会」です。
　育英会の事業は、1970 年に設立以来、水産関係者をはじめとして、広く国民の皆さまから温かいご支援によって順次改
善され、今もその努力を続けております。

国民が漁業従事中海難等の災害により、死亡もしくは行方不明になった者の子弟に対する学資の給与、その他修学上必要
な事業を行い、もって社会有用の人材育成に資し、併せて漁業経営の安定に寄与することを目的とします。

［学資給与事業（月額：円）］
　　幼児 12,000 / 小学生 13,000 / 中学生 24,000 / 高校生等 30,000 / 大学生等 50,000
［入学・卒業記念品の贈呈］
　　［入学］小学校 70,000 / 中学校 50,000 / 高校等 50,000 / 大学等 150,000
　　［卒業］中学校 70,000 （ただし、就業する者）
　※2019 年度より、すべての奨学生が「学資給与事業」の対象となりました。
［その他事業］機関紙「育英会だより」発行、「奨学生・保護者交流活動（ふれあい旅行）」実施　他

事業の現状

漁船海難遺児育英会とは

育英会の目的

育英事業の実績

奨学生の推移 （人）

区分
年度 計 幼児 小学校 中学校 高校等 大学等

2014
2015
2016
2017
2018

269
250
233
210
193

12
14
11
11
9

66
62
57
53
48

67
66
56
49
45

94
79
82
77
72

30
29
27
20
19

［参考］漁業就業者の海難等事故の推移 （人）

区分

年度

死亡・　　　
行方不明者数
（Ａ）

漁業総就業者数

（Ｂ）

発生率

（Ａ/Ｂ×1,000）

2014
2015
2016
2017

177
124
130
140

173,030
166,610
160,020
153,490

1.02
0.74
0.81
0.91

（農林水産省・海上保安庁統計資料より作成）

奨学金の推移 （千円）

区分
年度 計 給与額 貸与額

1970
〜 2013 4,969,890 3,232,994 1,736,896

2014
2015
2016
2017
2018

86,122
79,708
75,629
65,422
63,040

67,322
61,458
58,629
53,222
49,640

18,800
18,250
17,000
12,200
13,400


